





第4グ ループDに 属する鬼板屋 と して、
































国道23号 線は私 に とって調査街道になっ






















真 も残ってお らず、母親 も父親について語っ
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た ことがな く、全 く記憶 に無い と言 ってい














ええ とね、(昭和)27年 に、あ の、鈴
木 さん(鈴木製瓦)の ところに世話 に なっ
てね。 ええ と、36年 まで、 あの、そ こ



































二郎 はいかに鈴木製瓦で技術 を身に付 けて
いったかについて話 して くれた。
や っぱ しね、学 ぶって、手 に とって学 ぶ
じゃな くて、や っぱ し、 自分 が努力せ ん
といか ん じゃないかな。時 間外 に作 った
り。手 に とって教 えて くれる ような仕事
じゃない もんで ね。
や っぱ し、あ の、仕 事 を見 て ね、そ れ、
あの人 は こうや ってた よな。俺 や っとる
ことは、 こう じゃ。 これ じゃ向 こうの方
がいい な とかね。
やっぱ し、仕事 を盗 む とい うのはそ うい
うとこで ね。 あの 、仕事 しとって も、手
に とって 「ここはこ うや ってや れ」 とか
やれ るよ うな仕事 じゃない もんでね。
自分で、あの 、なんか作 って 、それ だで、




まあ、図面 を描 くのだ ってね、教 えて も
らえんで、描 くの見 とってね、あ あや っ
て い くんだ とか ね。
工場へ の出 し方 とか 、 まあ、聞 いてお っ
て、それで覚 えていか ん と、手 に とって
ね 、なかなか教 えて けれない もの。 それ
で 、そ うい う点 で、あの 、 自分が進 んで


































実際に粘土 も自由に使 って も良か った と
いっている。 しかも現在は多 くの ところが週






わ し達 は、 まあ、当時 、1日 、15日 が
















まあ、見て おる もんだいね。や り方 はわ





るのである。 しか も、同 じ仕事場でほかの職
人が作っているので、いわゆる 「見て盗む」
ことになる。
真似 してね。上 手い、 出来のいい 、悪 い
はねえ。出来のい いわけ ない だ もん だい。
長 い もん だい。 まあ、 そ うや って努 力 し





いで、鬼を作 って くと。 まあ、それで、
日によっては、親方がみな図面描いて く
れるもん。それ見習って…。
う一 ん、見てお らん時のが 多いいね。知
らん どる間に壊れ て、あの …、捨て られ
た。「あ あ、 また ダメな んだ ん なあ」 っ
て言 って ね。 また、 やるわ けだ。
ほいで、また作 るもんだい。悪いものは
みな捨て られちゃうなあ。「これはここ








や っぱ り、職人 さんお って も、だい たい
敵み たいな もん だ もんね。









は は、一緒 にや っ とって もな。だ もんだ
い、 捨 て られ て文 句 をい え る よ う に な





うん、そ れに傷 が 出た りなんか しち ゃう
とね。 まあ、売 り物 にな らへ ん もん。 だ










































































中央:柳 沢昭二郎 右上:鈴 木喜三郎





まあ、そん時 は親 方 だわな。鈴木 ・・ 喜
三郎 。
あの、早 い しね。仕事 は汚か ったけ どね。
早 い、作 りが。 ほい だ もんだい、獅子 を




あの、綺麗 に磨 くっち ゅや あ、綺麗 に見



























その頃 はお寺 が多か ったな。 まあね、田
原か ら豊川 あた りね。 まあ、新所 原か な。
あの周辺み な納 め とった。瓦屋 さん にね。
まあ、あの当時 だ と、今 みたい に車 あ りゃ
へ んか ら、 リヤ カー に積 んでね。
田原 まで鬼持 って って もね、行 きだ けで 、
5時 間か かる。坂 があ る もんね。5時 間。
「行 って来 一い」 っ ていや あ、行 か ない
かん もん。
結 局 、あの あ た り一 面、 渥美 半島 一面 、





あ の 頃、神 仲 さん で働 い と った 市古 さ
ん っちゅ う、や っぱ し、豊橋 か らこっち
来 とっただ。夫婦 でね。その 人が誘い に
来 とった。 あの、 やっぱ し、あの、伊藤
さん(伊 藤鬼 瓦)の 辺 りに住 ん どっただ
わ。豊橋 で はね。 そ の人 が、「まあ、一
回来んか」っち ゅうもんだい。ほいで、「行










やっ ぱ し、豊橋 は、や っぱ し、業 者 は少
ない し、鬼 に対 しての職 人 さんの工賃 が、
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…、それ と、… うん と競争 す る とこが な
いだ ら。 低 い もん だい。 うん、そ れ で、
神仲 さんへ来 たわ。 こっちで は月に、 ま
あ、あの頃で 、二万 円 ぐらい だか な、…
なる よっちゅ うことで。
ないかな。



























場 としては鈴木鬼瓦 とそれ ほどの違いは無
かったという。ただ、規模が職人の数でほぼ
二倍であった。




まあ、 どう違 うって 、 まあ、土 も変 わっ
て くる もんね。 土が違 うとね、 や りに く
くなる し。 なれた土 と違 う しね。作 って
み んこ とに はわか らんだけ どね。全 然違
うもんね。
うんとね、高浜 の土 は 目が細 か くて、へ
らの ね、あの 、滑 りが いいわけ だ。 あ っ
ちは、 また滑 りが悪 い もんだね。結 局馬
鹿 にされ とるん じゃない、土 に。 それで
思 うよ うにへ らが滑 らん しさ、始 め はね。
腰 はね 、 まあ、 強い もんね、 こっちの土























これが、誰が作 った よとは聞いて ない も
んで、だ もんで、そん なね、余裕 も無 かっ








う、 この、「これ を何百 やれ」 とか さあ。
「えっ 一」 とその 数 に驚 くと、次 の よ うに
昭二郎 は続 け た。
そ りゃ、 もう、何千個 ってや った。
す ぐそばに同席 していたシズエ も応えて話
して くれた。
一 つ の もの をね。 …、一 つ の もの をね。
うん、そ ればっか りね、作 った よ。それ
を、神仲 さん も、さばい とった もんだい。





私(シ ズエ)は38年 にや っぱ り私 も豊
橋 で。ほんで 、あの、 まあ、38年 に一
緒 に な って、(高浜へ)来 て 、や っ ぱ り
遊 ん どる わけ にはい か ん もんで、「じゃ
あ、少 しず つや ろうか」 ってい うふ うで。
あの、 自分 は こ う機械 じゃない、 ね え、
石膏型 に こう詰 めて、ね え。 うん。私 な
んか全然 出来へ ん もん。 その、石膏型が
あ れば少 しずつ覚 えなが ら、ねえ。一緒
になってや って って。 うん。
鈴木製瓦から神仲に移 って昭二郎は職人と
してまた働 き始めた。新 しい職場の神仲では、
















にはい くら手作 りとはいえ、行か ないなと、
話を聞 きながら思っていた。結局、その鬼板
屋の親方が何 を目指 しているのかという経営
の ビジ ョンに左右 される事は明 らかであ っ
た。昭二郎は神仲時代 に鬼板 を作 る技術 とい
うよ りは、「大量生産は何か」を現場で 目の









まあ、一 回や ってみたいか ら、こっち(高
浜)へ 来 る ときか ら、そ うい う思 いで来
とる もん でね。 「自分で や って み る」 っ





結 局ね、 あの、42年 、今み たいに不況
だった もんだ。鬼が一杯 た まっ とっただ
よ。ほれだで、暇 を もらうに もらい よか っ
た とい う事 だね。
うち
やっ ぱ り、 まあ、家が建 た んで 、なん だ
い、作 って もたまってい っち ゃう。 まあ、
そ こでね 、喧嘩 して もいか ん しさ。 まあ、





で、そ こに売 りにいった ら、「いい よ」っ
ちゅ う。 まあ、忙 しい ときだ った もん な
あ。 ほいで、買 って くれ るよ うに なって、
そ いでず っとや。 まあ 、宮 正 さんへ 売 る




が って、45,6年 ごろには早 くもプレス機
械 を導入 している。手作 りの方はほぼ職人3
人ぐらいでずっと維持 して きたとい うが、プ
レスのほうの従業員が増えて行 き、最盛期で













である。 しか し、昭二郎 は豊橋へは戻らずに、
碧南へ居を構えて、柳沢鬼瓦 を始めている。
や っぱ し、仕事量 が違 う。 あ っち(豊 橋)
行 って も、ねえ、 ほや こっちでみな、押
され ちゃ うもん。ほや、売れ ん くなっ ちゃ
う。
屋根 に載 って引 き立つ ようにね、作 ら
にゃいかんと。 うん、下において見るも










第3図 鬼面跨(プ レス製)を 持つ柳沢昭二郎(平 成12年1月20日)
第4図 本鬼面跨(手 作 り) 柳沢昭二郎作






















が ち ょっ と有 る とか さ。 うん、 余 り極端
に変 える とね 、あの、「こ りゃ、あか ん」
となっ ちゃう もんね。そ んだ もんで、わ
か らん ように丸 み を持 たせ る とか さ。
晩御飯 を食べて、それから両親が仕事に
また出て行 くことが多かったんで、まあ、
「仕事や りにいったかなあ」 とい う、そ
ういう意識はあ りました。
全般 的には形 は変 え られ ん もんね。 どっ









それ は、 もう、小学 生高学 年 ぐらいの時
に は、あの 、ち ょっ と した、鬼瓦 でい う、
ちょっ と部品み たいな ものがあ るんだけ
ど、そ れ を僕 らで も作れ る感 じのが あ っ
たんで 、それ を手 伝って アルバ イ ト料 を
もらっ とったて い うの は…。
もう工場 の前 に粘土 の山が あって、 そこ
で友達 と遊ん だ り。 で、そ こか ら粘 土を
・。 あ と、土錬機 って い う機 械 入 れて、
形作 って、職人 さんたちが作 ってた もん
































てあ ります よねえ。あれの袋詰めだ とか。
ビニー ル袋 に入れて 、あの、熱 で こうピ
シャ ッと閉 じて、溶 か して、そ れ をや っ
た りって い う記憶 は在 りますね え、,




















いう話 さえ出ていたのである。 しか し、利巳
本人が動かなかった。
そ の頃は、「手作 りをや ろ う」、今で もそ
うだ け ど、「手作 りをやろ うとい う考 え
はなか った」 です け ど。 多分 、 自分で わ
かっ てん じゃない か な。 「才 能 が無 い な
あ」ってい うのが。
そ う、絶対 に向い てない。
何 だろ うなあ。不器用 なんだろ うね。や っ
ぱ り、指 だけで作 る もん じゃない。へ ら













もんで、 ち ょっ と触 ってみる と難 しい も
んね。思 った ようには動 かへんで。
このように、柳沢鬼瓦では鬼板の技術は利
巳には受け継がれていない。利巳は配達が半
分で、残 りを荒地作 りと窯 を担 当している。
そして現在は利巳の姉妹である道代と(て る































それが昭二郎が修業 した鈴木製瓦 と豊橋 にや





た事 もあ り、 さらに伊藤鬼瓦の社長、伊藤善










う直接会って話 を聞か ない といけないと思
い、平成21年7月16日 に伊藤鬼瓦の事務
所に来ていたのであった。伊藤鬼瓦は初代が








出兵 されて、戻 ってか ら仕事が無い。喜
三郎 さんはなかなか大変な人だったもん
で、「うち(伊 藤鬼瓦)に 来て何 とか鬼
















瓦は売れるで、ほいでわ しは瓦 を作 る」。
一生懸命ね土窯を作って、高浜から来て
まで(土 窯 を)築 いて瓦を作 り始めた。
これが鈴木製瓦の始ま りである。伊藤鬼瓦






















に手取 り足取 り教えて くれるような感 じ
じゃなかったけどね。急所 とか、まあ、「バ
ランス悪い庭とか作 るな」 とは言われた
け どねえ。 まあ、「後は 自分で考えてや
れ」って感 じだったね。
もう、それこそ自分流にやらんといかん








図面は大将(喜 三郎)が 自分で型紙作 っ
て、でまあ、ある程度やって もらって、
ま、二人でもやってるような感 じですか
ね。後は 「頼むよ」ってな感 じで。 もう
余計な事、細かい事はもう何 も言わない。
僕 もまあ覚えるのに必死で、「こんな感
じかな」って感 じで僕 も今 までやって来
たけ どね。
そ して鬼が完成 しても喜三郎は何 も言わな
かった という。 ここも昭二郎の話 と重 な り
合っている。
いい悪いも言わなかったね。今考えると。
逆 に厳 しい ん じゃ ないか な、 その 方が。
「ここが良 い」、「悪 い」 とか 直接言 って
くれ りゃ,ど んだけ助か ったか。
満は話が終わるとなんと鈴木喜三郎の息子
喜代春の ところへ車で連れて行って くれたの
であ る。喜代春の ところでまた新 たな発見































他の鬼板屋全体の調査が進展 してい く事 に
よってその位置づけが明 らかになっていっ
た。 しか しつい最近 まで、柳沢鬼瓦を第4グ
ループに入れて文字通 り新興の鬼板屋 として




































たのである。 ところが 日本社会が戦後復興 し
瓦の需要が増えるのを見て、喜三郎は独立を
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